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(百万円未満切捨て)

１．平成31年５月期第１四半期の業績（平成30年６月１日～平成30年８月31日）
（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年５月期第１四半期 4,553 △3.8 465 13.5 463 13.5 317 13.7

30年５月期第１四半期 4,733 △40.8 410 △39.1 408 △38.9 278 △40.0
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

31年５月期第１四半期 23.73 23.71

30年５月期第１四半期 20.92 20.86

　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

31年５月期第１四半期 13,706 5,022 36.6

30年５月期 13,964 5,212 37.3

(参考)自己資本 31年５月期第１四半期 5,015 百万円 　30年５月期 5,206 百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

　30年５月期 － － － 38.00 38.00

　31年５月期 －

　31年５月期(予想) － － 38.00 38.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成31年５月期の業績予想（平成30年６月１日～平成31年５月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 12,924 26.6 1,282 23.6 1,270 23.4 871 23.6 65.25

通期 25,018 20.2 2,418 7.6 2,396 7.3 1,649 5.1 123.51

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年５月期１Ｑ 13,358,540株 30年５月期 13,358,540株

② 期末自己株式数 31年５月期１Ｑ －株 30年５月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年５月期１Ｑ 13,358,540株 30年５月期１Ｑ 13,328,392株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

　判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の

　業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に

　当たっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想な

　どの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による継続的な経済政策及び日銀による金融緩和により、企

業収益や雇用・所得環境の改善が見られるものの、個人消費の低迷、グローバル化に逆行する保護主義の台頭等の

不安要素を抱えながら推移いたしました。

このような状況のもと、当社の主要事業エリアである東京圏（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県）におけるマ

ンション着工件数は、昨年のデベロッパー各社の用地仕入苦戦の影響もあり、2018年上半期は25,980戸（前年同期

比34.7％減）と低調な実績となりました。下半期は回復基調に転じることが期待されますが、上半期の落込みが響

き、2018年（暦年）の着工件数は、当初見込まれた８年連続60,000戸台維持から58,000戸程度となると予想してお

ります。

一方、2018年上半期のマンション供給件数は15,504戸（同5.3％増）、2018年（暦年）の供給見込は38,000戸と前

年同期比5.9％程度の増加と予想され、回復基調にあるといえます。

建築請負を事業の中核とする当社にとりましては、着工件数が一定規模で推移していることや供給見込の増加に

より当面の受注及び施工物件の確保は可能であると考えております。

（データはいずれも国土交通省-公表資料、「都道府県別着工戸数」及び（株）不動産経済研究所-公表資料、

「首都圏マンション市場動向」、「首都圏マンション市場予測－2018年の供給予測－」より）

　

当社は「より良質な住宅を供給し、豊かな住環境に貢献する」という社是を制定し、より良質な住宅を供給する

という社会的使命を果たすべく事業を推進しております。「安全・安心・堅実」という基本方針に関し、安全につ

きましては、安全パトロールの実施等により重大事故ゼロを継続しております。安心と堅実に対応する品質につき

ましては、独自のマニュアルの制定や、その徹底を図る目的としての研修会等を定期的に開催しております。また、

建物の強度を保つ重要な躯体部分（杭、配筋、生コンクリート）の品質について、第三者機関による検査を導入し、

建物の品質確保に万全を尽くしております。

創業８年目を迎え、従前より進めてまいりました体制拡充の効果により、東京圏のマンション建設市場において

認知される存在となることができました。今後も、更なるシェアの拡大を目指してまいります。

新たな業績拡大のための施策として、2018年４月より新たに九州支店を開設し、九州及び周辺エリアでの分譲マ

ンションを中心とした不動産事業を推進しております。また、2019年５月期よりリノベーション事業への取組みを

開始しております。以上２点の取組みは、すぐに成果を得ることは容易でありませんが、今後の業績の上積みに繋

がる試みであります。

　

これらの結果、当第１四半期累計期間の売上高は4,553,852千円（前年同四半期比3.8％減）、営業利益465,984千

円（同13.5％増）、経常利益463,772千円（同13.5％増）、四半期純利益317,025千円（同13.7％増）となりまし

た。

なお、当社は「分譲マンション建設事業」の単一セグメントであるため、セグメントの業績については記載を省

略しております。

　

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末に比べ257,970千円減少し、13,706,292千円となりま

した。これは、受取手形・完成工事未収入金等が1,902,126千円増加した一方で、現金及び預金が1,938,215千円、

販売用不動産が213,189千円それぞれ減少したことが主な要因であります。

　

（負債）

当第１四半期会計期間末における負債合計は、前事業年度末に比べ67,371千円減少し、8,684,205千円となりまし

た。これは、短期借入金が900,000千円、未成工事受入金が813,776千円それぞれ増加した一方で、支払手形・工事

未払金が1,109,503千円、未払法人税等が227,756千円、長期借入金が400,000千円それぞれ減少したことが主な要因

であります。
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（純資産）

当第１四半期会計期間末における純資産合計は、前事業年度末に比べ、190,599千円減少し、5,022,086千円とな

りました。これは、利益剰余金が四半期純利益の計上により317,025千円増加した一方で、配当金の支払により利益

剰余金が507,624千円減少したことが要因であります。

　

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成31年５月期の業績予想につきましては、平成30年７月９日に公表いたしました予想数値に変更はありませ

ん。

今後、修正が必要になった場合には、速やかに開示いたします。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成30年５月31日)

当第１四半期会計期間
(平成30年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,788,821 5,850,605

受取手形・完成工事未収入金等 2,926,507 4,828,634

販売用不動産 2,600,581 2,387,392

未成工事支出金 370,151 377,198

その他 98,012 101,914

流動資産合計 13,784,073 13,545,745

固定資産

有形固定資産 40,584 38,500

無形固定資産 24,751 22,559

投資その他の資産 114,852 99,486

固定資産合計 180,188 160,546

資産合計 13,964,262 13,706,292

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 5,846,344 4,736,841

短期借入金 - 900,000

1年内返済予定の長期借入金 1,146,000 1,147,000

未払法人税等 370,022 142,266

前受金 91,297 29,787

未成工事受入金 499,954 1,313,730

賞与引当金 7,990 7,990

完成工事補償引当金 25,182 20,098

その他 322,064 343,147

流動負債合計 8,308,856 8,640,860

固定負債

長期借入金 400,000 -

リース債務 2,750 2,375

退職給付引当金 39,969 40,969

固定負債合計 442,719 43,344

負債合計 8,751,576 8,684,205

純資産の部

株主資本

資本金 728,769 728,769

資本剰余金 687,430 687,430

利益剰余金 3,789,865 3,599,266

株主資本合計 5,206,065 5,015,466

新株予約権 6,620 6,620

純資産合計 5,212,685 5,022,086

負債純資産合計 13,964,262 13,706,292
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 平成29年６月１日
　至 平成29年８月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成30年６月１日
　至 平成30年８月31日)

売上高

完成工事高 2,936,162 3,465,046

不動産売上高 1,690,000 1,044,838

その他の売上高 107,752 43,967

売上高合計 4,733,915 4,553,852

売上原価

完成工事原価 2,558,226 2,958,489

不動産売上原価 1,481,096 868,469

その他売上原価 62,056 33,361

売上原価合計 4,101,380 3,860,319

売上総利益

完成工事総利益 377,936 506,557

不動産売上総利益 208,903 176,368

その他の売上総利益 45,695 10,606

売上総利益合計 632,534 693,532

販売費及び一般管理費 222,094 227,548

営業利益 410,439 465,984

営業外収益

受取利息 5 13

不動産取得税還付金 2,493 －

物品売却収入 119 210

その他 85 122

営業外収益合計 2,704 346

営業外費用

支払利息 4,299 2,556

その他 108 0

営業外費用合計 4,407 2,557

経常利益 408,736 463,772

税引前四半期純利益 408,736 463,772

法人税、住民税及び事業税 113,499 131,509

法人税等調整額 16,355 15,237

法人税等合計 129,855 146,747

四半期純利益 278,881 317,025
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

　 【セグメント情報】

当社の事業セグメントは、分譲マンション建設事業のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメン

ト情報の記載を省略しております。

　

（追加情報）

　 (「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。
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